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九
五
叫
年
穴
月
二
十
五
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印
刷

九
五
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七
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聚
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毎
廻
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日
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圖
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㌔
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秋
季
大
・
曾
豫
告

　
暑
さ
盆
圭
酷
し
さ
を
加
え
ま
す
折
柄
、
會
員
の
皆
様
に
は
愈
々
御

健
勝
の
ご
と
玉
拝
察
致
し
わ
慶
び
謹
上
ま
す
。

　
さ
て
恒
例
の
秋
季
大
命
に
就
き
慌
し
て
、
本
年
は
各
學
會
會
員
の

交
流
と
親
睦
を
は
か
り
ま
し
ノ
、
、
京
都
大
並
置
學
科
各
研
究
室
開
係

の
學
曾
と
部
民
研
究
愈
と
が
合
同
共
催
致
す
ご
と
」
粗
冠
り
、
左
の

様
に
大
綱
を
紅
鮭
致
し
て
居
り
ま
す
。

　
　
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
よ
リ
　
於
京
都
大
畢

　
　
　
史
學
研
究
會
大
會
．

　
　
　
　
一
、
存
置
報
告

　
　
　
　
一
、
公
開
講
演
倉

　
　
　
　
演
題
　
二
十
世
紀
に
於
る
史
冊
・
地
理
畢
・
考
古
學

　
　
　
　
　
　
　
の
嚢
展

　
　
　
　
　
講
獅
　
京
祁
大
嵐
史
學
科
各
研
究
室
代
表
者

　
　
十
一
月
三
日
（
土
）
丈
化
の
H
午
前
九
時
よ
り
於
京
都
大
學

　
　
　
研
究
騒
表
（
公
開
）

　
　
　
　
誠
史
會
大
口

　
　
　
　
東
洋
史
談
話
會
大
曾

　
　
　
　
西
洋
史
譲
書
画
大
愈

　
　
　
　
地
理
學
談
話
會
大
悟

　
　
　
　
考
古
學
友
の
會

　
　
　
　
　
當
時
は
臨
時
喫
茶
室
を
設
け
る
豫
定

　
十
一
月
四
日
（
日
）

　
　
・
見
　
　
墨

馨
ま
し
て
・
研
究
幡
羅
望
の
方
は
九
肇
幻
同
ま
で
に
史

學
研
究
會
へ
顯
一
目
並
び
に
噌
内
蓉
締
伍
概
を
御
桶
越
知
下
さ
い
ま
す
れ
ば
、

十
一
月
三
日
各
研
究
雄
大
會
の
滴
當
な
部
門
で
嚢
表
し
て
頂
く
よ
う

取
計
ら
い
致
し
ま
す
。
但
し
稲
置
時
間
は
二
十
分
以
内
、
ま
た
下
表

御
希
望
多
藪
の
際
は
都
合
に
よ
り
或
は
不
遠
慮
を
お
願
ひ
致
す
場
合

も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
豫
め
御
諒
承
下
さ
い
ま
す
様
む
願
ひ

申
上
ま
す
。

　
な
ほ
本
豫
沓
を
以
て
研
究
獲
表
の
公
募
に
代
え
る
こ
と
」
致
し
ま

　
ず
。

　
一
九
五
一
年
七
月
末
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
丈
學
部
内

會
員
　
各
　
位
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れ
る
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
　
τ
兀
的
舳
概
織
」
）
、
欝
　
轡
引
回
福
川
人
の
作
に
・
な
乃

嶽
融
阻
「
オ
グ
ズ
・
ナ
メ
」
r
に
オ
グ
ー
ズ
可
汗
が
耽
．
生
の
形
に
…
猫
か
れ
　
、

　
い
る
C
壷
触
ご
回
鱗
．
＝
し
｝
鍔
臨
ご
篤
き
辞
一
）
納
。
　
ご
。
喫
崔
q
⇔
づ
》
二
¢
澱
押
§
β
触
嘱
鋼

　
7
誓
鉱
ε
艮
σ
歪
三
綴
レ
診
爺
副
霊
恥
霧
聾
葺
鐸
寵
守
q
釜
。
（
r
陣
》
委
鼻
ン
菱
・

　
（
炉
負
．
ゴ
、
鈎
三
ヨ
㌔
謀
砿
r
毎
”
統
器
．
卜
蕊
1
9
・
賊
屠
1
嘩
し
の
と
併
せ
考
う

　
べ
き
で
あ
ろ
う
。

馳
｝
キ
ル
ギ
ー
ス
の
儒
桝
椋
阿
に
よ
れ
．
ば
、
一
二
曽
σ
蒙
冒
の
毎
舶
は
オ
凶
弓
弄
（
四
十
の
義
）

と
誓
安
の
嚢
）
の
一
蕎
よ
り
な
る
、
そ
れ
は
キ
ル
ギ
ー
ス
の
工
女

　
が
臨
符
女
四
十
名
L
」
菰
ハ
に
長
絡
越
の
櫨
帆
よ
り
儲
堺
つ
た
帥
貯
，
、
　
そ
の
翼
叩
小
洛
…
は
伽
陳
に

　
破
ら
れ
｝
二
族
離
散
し
、
た
だ
一
匹
の
三
二
が
残
っ
て
い
た
が
、
四
十

名
の
岱
女
は
こ
れ
と
交
っ
て
洛
々
享
を
濠
樋
、
キ
ル
ギ
ジ
ス
隆
盛
の

　
墓
を
な
し
た
と
い
う
Ω
（
‡
．
1
．
診
そ
9
．
さ
ご
鍵
楚
留
．
｝
（
o
彦
・
O
芽
・
砿
・

　
樽
O
』
っ
し
。
爵
鳥
櫨
四
士
は
本
繊
曙
説
を
以
て
チ
ュ
ル
ク
諸
族
の
狼
傳
説
と
俳
一

　
せ
夢
V
う
べ
癖
認
も
の
と
し
、
狼
小
…
、
犬
ル
爵
剛
穂
緋
説
の
凋
肌
綴
押
挫
を
指
摘
せ
・
ら

　
れ
て
い
る
（
「
烏
孫
に
就
い
て
の
考
」
酉
旧
史
研
究
土
、
垂
バ
ー
九
頁
）

煎
瓢
剛
棉
卯
「
雰
｛
粥
堺
二
三
と
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
」
　
（
下
）
二
五
山
ゑ
貝
’

⑳
ご
”
O
】
能
覗
三
冒
…
＝
謬
ざ
吋
O
q
O
。
・
ソ
｝
§
σ
需
C
ξ
日
〕
§
る
H
・
嵩
O
ε
ノ
M
・

亨
爵
。
㊦
宏
葺
●
m
巾
艶
郎
博
士
課
捕
「
ド
ー
ソ
ン
蒙
古
史
」
岩

　
波
文
庫
飯
上
巷
三
ニ
ニ
ー
三
頁
。
尤
史
巻
コ
騨
二
巴
弼
木
阿
両
武
的
斤

　
　
　
　
　
チ
訊
ル
ク
族
の
始
臓
傳
説
に
つ
い
て
（
岡
幣
）

　
傳
に
の
す
所
は
度
盤
細
杷
酪
甲
と
た
っ
て
い
”
Φ
。

㊧
一
冶
勇
一
げ
魯
一
二
凛
三
〇
欝
窮
お
貯
象
。
¢
o
エ
〇
一
き
剛
戸
多
’
、
謬
。
票
。
影
旨

　
坂
口
昂
・
小
野
鐵
二
期
氏
共
課
「
歴
史
と
は
何
ぞ
や
」
欝
波
丈
庫
版
一

　
四
阿
．
頁

飾
厨
右
　
四
一
一
二
頁
、

動
唐
末
、
キ
ル
ギ
麦
の
動
向
に
つ
い
｝
、
は
箭
田
直
典
氏
が
若
干
ふ
れ
ら

」
れ
て
い
る
（
束
洋
洋
學
報
三
二
巻
一
號
、
「
＋
世
紀
時
代
の
九
族
鍵

　
繍
脚
」
　
ゐ
ハ
山
ハ
胃
訊
以
｝
卜
）
O

趣
「
傳
説
」
六
四
頁

⑳
「
民
醐
傳
承
論
」
二
三
三
頁

ri－iWYi，　i

ili：　lll’s　k四
霞
（
日
）

奮
　
争
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ノ
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史
學
研
究
倉
ゐ
く
會
罐
演
曾

讃
史
魯
他
各
研
究
驚
關
係
攣
會

晩
餐
宿

；
一
以
上
・
於
京
都
大
雌
・
、

見
學
（
史
學
研
究
曾
主
催
）

漸

苧



學
　
　
界
　
　
展
　
　
望
・

從
っ
て
、
本
質
的
に
は
家
内
奴
隷
制
御
膿
制
に
立
ち

つ
つ
も
官
僚
的
擁
力
に
鱒
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
し
か
も
か
瓦
る
轄
化
は
學
軍
に
於
て
は

有
利
で
あ
グ
銭
つ
そ
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ

と
，
を
考
慮
す
べ
ぎ
で
な
か
ろ
う
か
。
井
上
光
貞
玩

　
「
旧
藩
の
毒
焔
」
　
「
大
和
黙
認
の
軍
纂
蘭
基
礎
」

（
擁
本
古
代
史
の
高
閲
油
断
敬
）
は
、
制
度
史
的
な

畢
械
盤
を
免
れ
な
い
と
し
て
も
，
こ
の
期
閣
の
鍵
室

の
憲
僚
鋼
の
成
長
を
描
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の

鴛
内
埋
三
氏
の
條
毘
制
の
起
順
に
關
す
る
研
究
「
中

壌
賂
園
村
落
に
お
け
る
古
代
薗
選
制
」
　
（
史
墨
継
誌

鎗
五
十
八
雀
讐
號
）
　
「
謹
書
制
の
起
源
」
　
ハ
日
本
罐

史
第
　
「
三
農
）
は
、
塁
窺
の
こ
の
期
間
の
、
　
「
實
力

養
、
臨
」
に
つ
い
て
の
」
ボ
唆
に
富
…
む
口
毎
回
と
い
え
よ

う
。
も
と
よ
り
、
爾
氏
の
研
究
に
ほ
、
猜
お
検
討
す

べ
き
多
く
の
閣
題
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
土
竃

の
見
地
に
立
つ
と
き
、
今
後
の
研
究
の
m
獲
熱
を
意

味
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
纏
使
は
高
く
響
儂
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
｝
方
、
豪
族
に
あ
っ
．
て
は
、
か
」
る
纏
化
に
困
難

な
闘
題
、
を
含
ん
で
い
た
り
彼
箏
は
古
代
家
族
酌
構
蓬

に
立
つ
以
上
、
そ
の
同
族
者
の
有
力
な
る
も
の
を
次

次
に
猫
立
せ
し
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し

か
も
、
彼
等
を
結
台
せ
し
め
る
唯
一
の
紐
幣
は
、
既
．

に
擬
制
化
し
そ
の
認
り
晶
質
酌
に
眞
の
型
置
た
り
得

な
い
共
晶
膿
的
關
係
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
等
の
麟
力
は
、
更
に
風
化
さ
る

べ
ぎ
に
も
拘
ら
ず
、
個
刷
化
し
弱
膿
化
せ
ざ
る
を
徳

な
い
。
か
域
る
豪
族
達
に
淺
さ
れ
た
途
は
、
デ
ス
ぷ
・

ッ
ト
と
し
て
の
實
質
を
備
え
つ
つ
あ
る
皇
蜜
の
官
僚

と
な
る
か
、
或
は
非
幣
な
危
瞼
を
犯
し
て
轡
ら
デ
ス

ポ
ッ
ト
化
す
る
よ
り
外
は
な
か
っ
た
り
物
部
氏
、
蘇

我
氏
の
没
落
は
、
か
鼠
る
必
然
性
に
も
と
つ
く
も
の

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
父
か
Σ
る
豪
族
の
乱
騰

憐
（
そ
れ
は
農
民
の
生
長
と
彼
等
自
身
の
古
代
家
族

的
構
造
に
も
と
づ
い
て
い
る
）
こ
そ
が
、
皇
鐙
を
し

て
デ
x
ポ
ッ
ト
へ
の
途
を
歩
ま
せ
た
の
で
な
か
ろ
う

か
。　

以
上
、
先
隣
の
研
號
を
あ
げ
つ
つ
も
一
面
的
な
叙

逸
に
止
ま
っ
た
こ
と
、
實
競
的
な
す
ぐ
れ
た
研
究
を

殆
ん
ど
販
士
げ
な
か
っ
た
こ
と
、
行
血
中
に
全
然
具

騰
的
史
實
を
緊
げ
な
か
っ
た
こ
と
、
等
は
、
限
ら
れ

た
紙
轍
の
た
め
と
は
い
え
批
判
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
弓
。
併
し
私
は
現
在
の
古
代
史
研
究
に

と
っ
て
最
・
も
必
要
な
こ
と
は
、
正
し
い
方
法
論
に
立

九
六

脚
し
た
よ
り
妥
當
な
理
論
的
認
識
を
深
め
る
こ
と
に

あ
．
る
と
信
ず
る
。
そ
し
て
、
か
Σ
る
基
礎
に
立
脚
し

て
欝
に
史
料
へ
の
沈
潜
を
漉
じ
て
、
そ
れ
ら
の
理
論

は
絶
え
ず
具
膿
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

こ
そ
、
古
代
史
研
究
に
よ
り
豊
か
な
科
墨
穐
を
附
輿

し
て
行
く
た
め
の
最
悪
の
途
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
九
五
一
。
一
∴
…
　
κ
）

躍

織
田
武
雄
理
事
渡
米

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
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著
馨
論
丈
蹴
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
間
四
穴

嗣
．
鳳
○
（
竺
葦
三
月
）

　
葺
鷹
の
槻
暦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
「
太
市
郎

　
山
城
…
糊
歌
日
叢
凹
薩
の
展
開
　
　
　
　
　
　

蓮繊

刹
ｻ
　
隆
柵
耕

　
血
液
叢
擬
音
圓
工
料
　
　
　
　
　
　
上
野
　
照
夫

　
掘
心
毒
癩
意
輪
…
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
署
堂

　
晦
都
諸
大
寺
侮
…
彷
の
問
販
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
松
本
榮
一

建
築
史
研
究
　
二
（
昭
嚇
三
年
入
月
）

　
法
隆
寺
東
院
七
丈
屋
の
復
原
　
　
　
淺
野

　
濃
・
山
ハ
朝
●
飛
・
鳥
の
絡
田
狼
閤
凹
　
　
　
　
㎝
蘭
山

　
越
晶
樹
・
氷
準
・
山
守
・
の
伽
藍
配
曲
玉
に
就
　
し
　
横
山

岡
　
　
三
　
（
脚
馴
二
山
ハ
加
†
…
”
）

　
…
…
刑
●
漢
。
山
ハ
鵠
…
W
。
飛
烏
の
故
W
猿
幽
川
補
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覇
肉

艶
謬
日
h
寓
，
q
O
a
｝
ψ
U
ピ
驚
　
づ
。
一
r
拷
回
H
H
Q
Q

　
レ
緊
5
三
菖
霊
冨
乙
渚
一
葺
鶏
瞥
。
鐸
夢
ゆ

　
6
9
町
田
。
儀
欝
箆
0
9
冨
昌
㈹
囲
ゆ
司
戸
二
”
だ

　
℃
き
く
貯
8
●
ロ
α
き
嶽
d
誉
O
｝
冨
努
・

秀敏
哉一軸

敏
男

峯
q
O

　
網
歯

釜
。
ご
葺
回

雪
戸
H
臼
自
鶏
弊
客
器
暮
Φ
．
曽
。
旨
ぎ
葺
篤
一
7
．

　
　
　
　
　
　
　
り
H
冒
⑦
嵩
》
H
O
く
一
ご
”
臣
β
O
o
⇔
算
。

賭
0
8
訟
H
肖
舘
は
臼
通
塞
同
く
レ
ピ
の
円
み
胆
。
弓
働
⇔
ロ
a
㌻

鉱
内
蜜
L
㊦
鞠
。
O
ユ
σ
q
貯
窪
田
㊦
ド
ζ
け
ソ
｛
鑑
。
雲
一
霧

ビ
弓
O
嵩
N
Φ
孤
q
＝
6
5
B
諺
酢
◎
博
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌
●
0
7
冒
．
灘
一
三
巳
戸

。鳴

v
､
？
宣
喝
ぎ
建
ρ
ご
仙
界
鞭
。
ぎ
a
⑦
葺
6
幽
。
國
箔

笥
鉱
ε
＜
㊦
き
ざ
・
転
¢
缶
誕
μ
醐
冨
。
ン
戸
き
。
畷
雲
霧

ソ
い
忌
み
み
器
象
　
　
　
　
　
　
ソ
Σ
腎
一
≦
讐
●

載
籔
渚
紹
介

小
林
行
雄

直
木
孝
次
郎

岡
幣
精
郎

河
村
盛
一

雫
凶
敏
治
郎

f
、
　
　
　
　
　
璽
”

”
　
　
　
　
　
τ
翻

　
　
　
京
都
大
斜
交
興
部

大
阪
市
立
大
漕
法
文
學
．
部

　
　
　
大
阪
大
墨
文
學
部

　
　
　
榊
戸
外
國
語
大
畑

大
阪
富
立
大
雄
法
交
誼
部

　
　
　
京
都
大
學
丈
學
部

ご
一
四

　
　
　
次
號
隷
告
（
三
圏
ノ
四
）

院
内
銀
棟
の
研
究
・
…
：
…
・
　
・
小
葉
田
　
淳
．

ド
イ
ツ
帝
國
と
丈
化
闘
争
…
…
・
・
廣
・
箕
源
太
郎

グ
プ
タ
朝
印
由
皮
枇
脅
の
一
考
鰍
訊
：
・
佐
藤
…
来
四
郎

々瀬

p
剛
訓
化
一
点
の
駆
兜
的
脅
乱
取
：
・
：
・
灘
伊
騰
　
俊
二

學
界
動
向
　
　
中
固
門
封
建
計
脚
楡
昌
へ
の
展
切
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
也
“
　
　
　
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
j
r
一
　
　
　
　
曽
瀞

　
書
評
・
そ
の
他

　
　
　
前
回
二
次
（
三
四
ノ
陥
、
…
…
）

　
　
　
　
　
　
　
　
機
業
特
瞬
號
…
一

津
挙
聯
門
雅
語
に
於
け
る
一
締
作
の
獲
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
・
：
：
：
：
し
埼
凋
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
8
ナ

．
ロ
ソ
ー
3
ン
目
貫
瞼
商
人
組
合
の
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
　
・
・
…
：
衆
『
田

小
松
細
脚
の
助
蟹
U
贋
：
：
・
：
：
：
・
；
・
；
：
・
山
石
非
μ

漁
郷
臨
代
巾
・
㎜
隅
の
機
鰍
脳
技
術
∵
；
：
・
：
：
：
太
川

夢ξ　，～塾　PtE　　　　・・

三蹟ξ　梨ミ　フこ　　　　i参

海
外
學
界
紹
介
一
・
ー
ア
ル
タ
イ
・
パ
ズ
ル
イ
ク

第
二
鷹
墳
の
蜘
闘
査
；
：
：
・
：
：
・
：
・
：
・
角
り
田
　
丈
辮
…

　
機
業
毛
玉
著
霧
論
丈
H
録
。
書
詐
・
そ
の
他
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動
を
開
始
し
て
年
末
に
及
ん
で
い
る
。
産
に
例
會
の

溝
師
と
演
題
と
を
記
し
て
お
く
。
　
（
敬
講
説
）

慌
月
　
挨
拶
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
石
濱
純
太
郎

　
　
　
蒙
古
語
文
法
書
に
及
ぼ
せ
る
酋
蕨
語
丈
法
書

　
　
　
の
影
響
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
稲
葉
　
正
就

六
月
　
外
蒙
に
お
け
る
ロ
シ
ア
丈
ゆ
†
使
M
川
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
　
源
一

　
　
　
町
と
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
盛
孝

七
刃
　
女
㎏
呉
山
叉
ゐ
子
ム
寵
．
石
費
料
と
そ
の
鯉
小
説
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
研
　
夏
樹

＋
一
1
一
浪
華
蕊
文
會
と
共
催

　
　
　
浦
洲
語
の
研
究
　
　
　
　
　
　
お
濱
純
太
郎

　
　
　
朝
鮮
に
㈱
す
る
研
究
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
亨

　
　
　
瀧
熾
牧
謝
四
品
月
と
擁
馬
鍬
覗
冊
脳
奇
”
と
の
接
姻
胸
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砦
村
　
　
怨

十
二
月
　
一
＝
二
輪
者
の
砺
禰
八
…
刀
ー
エ
ー
ペ
ル
ハ
ル
ト
・
瓢
棋

　
　
　
授
の
近
業
一
　
　
　
　
．
　
内
麟
蔭
，
風

　
　
．
商
識
語
尾
僻
℃
き
σ
2
一
藁
μ
な
ど
の
問
題

　
　
　
に
つ
い
℃
　
　
　
　
　
　
　
稻
葉
　
距
三

盆

灘

編
輯
後
記

　
本
誌
の
原
稿
が
編
魍
係
の
手
を
は
な
れ
て
印
刷
工

場
へ
ま
わ
っ
た
の
は
本
年
二
月
初
旬
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
印
刷
工
場
と
獲
行
所
と
の
關
開
係
が
少

し
微
妙
に
な
っ
て
い
た
た
め
初
校
が
編
颯
係
の
手
許

に
蹄
っ
て
架
た
の
は
流
月
末
、
漸
く
黒
影
の
翔
や
す

が
つ
い
た
と
た
ん
に
、
京
都
を
見
舞
つ
た
大
雨
の
た

め
こ
ん
ど
は
印
刷
工
場
が
水
び
た
し
と
な
り
ま
た
ま

た
開
版
が
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
共
の
上
編
輯
係

の
怠
漫
も
加
わ
っ
て
、
何
と
も
串
密
な
い
次
第
に
な

っ
た
。
會
員
諸
兄
に
潔
く
お
わ
び
串
上
げ
る
Q

　
本
誌
に
は
大
賞
古
代
史
關
係
の
も
の
を
あ
つ
め
て

み
た
の
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
も
夫
々
の
分
野
に
於
い

て
必
ら
ず
問
題
に
な
る
に
翻
違
な
い
力
作
を
獲
表
し

て
い
た
だ
き
編
輯
係
と
し
て
執
筆
者
諸
氏
に
御
禮
を

巾
述
べ
た
い
。

　
一
翼
に
つ
け
た
英
丈
の
レ
ジ
メ
に
つ
い
て
、
會
員

諸
兄
か
ら
の
御
意
見
を
承
る
こ
と
が
田
遡
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。
　
一
銭
お
鋼
り
の
如
く
各
英
丈
レ
ジ
メ
は
木

叩
の
「
梗
概
」
の
英
謬
を
督
子
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
ゆ

　
面
、
雛
四
號
以
下
は
、
購
耀
恵
妊
識
し
た
の
で
つ

ぎ
！
Y
出
版
さ
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
御
竈

徳
下
さ
い
。
．

・
　
藤
　
澤
　
長
　
治

　
　
コ
す
．
　
　
韮
　
　
　
罪
　
　
　
二
、

　
　
寿
　
圧
　
欝
　
ジ
．

無
蓋
姻
野
臥
語
舗
霧
八
◎
圓

　
　
　
史
林
第
三
四
雀
三
號

　
　
　
　
京
都
大
學
丈
學
部
内

編
集
人
　
　
　
史
　
學
　
研
　
究
　
倉

　
　
　
　
　
　
　
代
表
者
　
織
　
田
　
武
　
雄

　
　
　
　
大
　
防
匹
雷
Ψ
　
蜜
小
　
．
楓
　
新
　
町
　
一
　
ノ
　
山
ハ

嚢
行
人
　
．
岸
本
貞
三
郎

　
　
　
　
京
都
市
右
京
匪
太
秦
上
刑
部
町
…
○

印
刷
所
　
　
　
大
臼
本
印
刷
株
式
會
靴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
工
場

　
　
　
∴
人
阪
士
甲
轟
果
隔
南
…
新
町
一
ノ
山
ハ

襲
行
所
　
教
育
タ
ノ
・
ム
ス
乱
肌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
版
　
部

　
　
　
　
　
　
　
振
替
大
阪
七
一
九
二
〇
番

；
二
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夏
野
研
究
旨
々
則
　
（
昭
利
背
凶
年
丈
題
改
正
）

第
｝
條
　
本
曾
は
史
學
研
究
會
と
瓢
…
す
る
。
’

轄
鷹
一
條
　
本
愈
局
の
事
貼
勝
所
を
山
爪
都
四
八
學
山
蔓
隙
解
部
麟
陣
列
枯
課
内
に
股
く
。

策
三
諜
灘
諜
蕪
欝
饒
“
鞠
好
の
士
粗
集
ま
り
一

麓樫

l
僚
　
本
」
愈
の
事
業
は
概
ね
一
塞
の
弔
意
り
で
あ
る
〇

　
　
　
　
一
、
愈
鈍
ム
ロ
　
】
一
、
習
僻
｛
％
湘
概
査
及
び
憎
々
解
　
三
、
・
曾
勲
ゆ
（
史
林
）
蝶
℃
の
鴨
彼
篇
η

箪
五
維
　
本
會
に
理
事
長
一
名
、
理
壌
野
塩
、
監
事
ご
名
、
評
議
員
二
十
名
、
及

　
　
　
　
び
委
貝
若
干
名
を
旨
く
。

錦
六
條
理
事
長
理
事
及
び
難
事
は
評
議
員
の
選
出
に
よ
る
。
理
事
長
は
本
會
を

　
　
　
　
代
表
し
＾
曾
務
を
統
轄
し
曾
総
総
會
、
理
事
會
及
び
評
議
員
會
を
署
集
す

　
　
　
　
る
。
理
事
は
理
事
曾
を
構
成
し
會
務
を
慮
理
す
る
Q
盤
塩
は
会
則
経
狸

　
　
　
　
を
監
査
す
る
。

第
七
條
　
謹
議
員
は
曾
員
総
曾
に
お
い
て
こ
れ
を
選
禺
し
會
務
の
諮
問
に
慮
ず
る

｝
ノ
》
一
～
7
》
⊃
毒
【
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
三
鴎

　
　
　
　
㎞
澗
査
、
見
蝋
騨
そ
の
他
の
憲
V
業
に
搬
ツ
鰍
饗
し
、
禽
日
繭
鱒
「
史
林
」
の
醒
…
み
弗
を
受

　
　
　
　
　
け
壮
つ
こ
れ
に
投
稿
す
る
こ
と
が
焦
心
る
。
’

　
策
4
4
二
傑
　
簿
月
一
縄
例
會
を
開
く
。
會
場
な
ど
は
そ
の
度
に
こ
れ
を
定
め
る
。

　
第
十
三
條
　
毎
年
秋
期
に
於
て
総
會
を
開
き
、
研
究
、
調
査
、
見
學
を
行
い
及
び

　
　
　
　
會
務
の
報
告
を
す
る
。

　
第
十
四
傑
　
本
會
の
纏
費
は
會
饗
、
事
業
牧
入
及
び
寄
附
金
を
以
て
支
排
す
る
。

　
　
　
　
會
費
は
月
額
七
捨
温
団
と
す
る
。
　
　
貯

　
（
附
則
）
　
本
會
期
の
露
霜
は
會
其
纏
會
の
決
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
但
し
會
務

　
　
　
　
娩
だ
汀
に
必
要
な
細
…
剛
川
及
〃
び
物
儒
揖
綴
｛
動
・
に
基
く
魯
費
金
額
の
墾
更
は
糊
蝋
導

　
　
　
　
會
が
こ
れ
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ノ
》
琴
凹
く
‘
ミ
・

）
越
智
　
武
臣
（
西
洋
史
V

）
門
脇
　
顧
二
（
國
　
史
）

）
里
．
井
彦
七
郎
（
東
洋
史
）

）
水
津
　
　
一
朗
（
地
・
理
）

〉
高
尾
　
　
一
彦
（
國
　
史
）

）
林
　
己
奈
夫
（
考
目
凹
）

）
藤
澤
　
長
滑
（
考
古
學
）

）
星
則
　
輝
夫
（
画
洋
史
）

　
　
　
健
彦
（
西
洋
史
）

　
　
　
浩
一
（
考
古
學
）
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史
學
研
究
會
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